


































1 拙稿「末期がん患者の精神医療のあり方をめぐって―ケアの人間学へむけて―」（平成 12・13 年度科学研究
費補助金・基盤研究（C）（2）研究成果報告書（代表者・浜渦辰二）『いのちとこころに関わる現代の諸問題の現
































第 2 回講演（2012 年 11 月 10 日）の記録を論文の形にした「現代日本における死をめぐる状況」（『Humanitas　
玉川大学人文科学研究センター年報』第 4 号、2013 年 3 月）と一部重複することをお断りしておく。
3 ほかにも、射水市民病院「終末期医療の基本方針」（2007 年 9 月）、日本救急医学会／救急医療における終末期
医療のあり方に関する特別委員会「救急医療における終末期に関する提言（ガイドライン）」（2007 年 11 月）、
全日本病院協会「終末期医療の指針」（2007 年 11 月）、日本医師会／第 X 次生命倫理懇談会答申「終末期医療に
関するガイドラインについて」（2008 年 2 月）、日本医師会「医師の職業倫理指針〔改訂版〕」（2008 年 6 月）、全
日本病院協会「終末期医療に関するガイドライン～よりよい終末期を迎えるために～」（2009 年 5 月）、日本救
急学会「救急医療における終末期に関する提言（ガイドライン）」（2010 年 6 月）、厚生労働省／終末期のあり方












年 5 月）を発表し、2011 年に、「尊厳死法制化を考える議員連盟」が立ち上げられ、「終末期の
医療における患者の意思の尊重に関する法律案（仮称）」（同年 11 月）を発表、さらに「不開始」































































































7 戦後日本で「安楽死事件」は 9 件起こっているが、代表的なもののみ 3 件挙げると、1）名古屋安楽死事件（1961
年）：名古屋高裁判決（1962 年）は、安楽死が容認される 6 要件を示した。2）東海大学病院安楽死事件（1991 年）：







2012 年に 2 週間、2013 年に 3 か月、ハイデルベルク大学日本学研究所と大阪大学文学研究科
との交流協定に基づく交換講師として、同大学の教壇に立ち、「現代日本社会における生老病死を
考える」というゼミナールを担当した。その際、現地に住む日本人の集まりである「ライン・ネ















米国において「ブリタニー・メイナード」のケースが、マスコミで報じられた。2014 年 10 月 6 日に、オレゴン
州在住のメイナードさんが、11 月 1 日に、医師より処方された薬物を服用して死ぬ予定であるという報道だっ
たが、その報道には、それを「安楽死」と表記するもの（日本テレビニュース「Daily planet」2014 年 10 月 30 日）










るということ」（2013 年 11 月 1 日）、「自律と連帯が共存する社会」（2013 年 12 月 6 日）、「終活は生き方と逝き
方を語り合うこと」（2014 年 1 月 3 日）。次のウェブサイトを参照。http://www.newsdigest.de/newsde/column/after-
retirement/5521-965.html
11 2014 年 1 月 1 日に帰国するまもなく、「尊厳死法案、提出へ　通常国会　延命中止を免責」（東京新聞、1 月 12 日）、




























12 “Patientenverfügung Leiden―Krankheit―Sterben Wie bestimme ich, was medizinisch unternommen werden soll, 











































































2013 年 9 月、英国ミルトン・キーンズで開催された国際学会（Death, Dying and Disposal 
［DDD］, 11th international conference―where theory meets practice）に参加し、シンポジウムと研
究発表を聴き、火葬場（crematorium）の見学ツアーにも参加してきた。盛り沢山だったが、こ
こでは、パラレルセッションのテーマ “End-of-Life Care” を中心に得た情報を紹介したい。それが、
先に紹介した「ドイツにおける事前指示書の法制化」に比較できる「英国における事前指示書の
15 松田純監訳ドイツ連邦議会審議会答申『人間の尊厳と遺伝子情報―現代医療の法と倫理（上）』（知泉書館、






























































フランスでは、2005 年に「患者の権利及び生の終末に関する 2005 年 4 月 22 日の法律」（通称、
「フランス尊厳死法」）が成立、施行されている。以下、ジャン・ボベロ「現代フランスにおける










演（2014 年 3 月 22 日）参照。




























































21 ドイツでは、Dignitas Deutschland、Sterbehilfe Deutschland。英国では、Friends at the End、Society for Old Ager 
Rational Suicide。フランスでは、前記のほか、Association Ultime Liberté がある。
尊厳死を法制化するとは、何をすることなのか？
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What Does a Legislation of Death with Dignity Mean? － A Comparative 
Inquiry on “Advance Decision” in Three European Countries. －
Shinji HAMAUZU
 Recently, a controversy regarding the legislation of “death with dignity” broke out 
again in Japan because a group of Japanese MP’s was planning to propose a Bill on “death 
with dignity” for discussion. In 2007, the Ministry of Health, Labor and Welfare announced 
“A Guideline on the Decision Process in Terminal care” after an affair in which the artificial 
respirator of eight patients experiencing the terminal stage of cancer was withdrawn by a 
physician. It is the reason to demand the legislation that a guidline has no legal force. 
 In Germany, laws regarding “advance directives” (Patientenverfügung) were legislated 
as early as 2009. The procedure that was followed in legislating is important.  An “Advance 
directive” can only effective when executed by an attorney. So the patient cannot simply 
express their wishes and expect those wishes to be fulfilled. The patient always needs an 
advocate, someone to speak for them. The legislation determines the roll of an attorney 
besides a guardian. The right of “advance directive” is situated in the right to live with 
support of others.
 In UK, “end-of-life rights” and “advance decisions” were legislated within the Mental 
Capacity Act, in a way similar to Germany. There are two methods to express “end-of-life 
rights”: Advance Decision and Lasting Power of Attorney. In France the “Act of 22. April 
2005 on Patient’s Rights and End-of-Life” (known as the “Leonetti Act” or as “Act for 
Death with Dignity”) was concluded. This is also a similar legislation to Germany and UK.
 In Japan, where we have no “Guardian Act”, it is questionable whether we need only 
the legislation of “death with dignity”. In my opinion we have much to do before legislating 
it.
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尊厳死、法制化、リビングウィル、事前指示書、日本とヨーロッパ
